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広成建設株式会社
耐 震 補 強 工 法 （ Ｃ Ｆ Ｂ 工 法 ）

特許番号
第5291867号

製品ポイント 製品写真・図

補　強　前

補　強　後

鋼板巻立て補強等の一般的な工法では店舗や支障
物の移設撤去復旧、あるいは騒音・粉塵、資材搬
入路の確保等、多くの制約があります。その為、
工期の長期化や工事費の増加をすることとなりま
す。これらの課題を改善するために、炭素繊維を
帯状に形成して使用する新しい耐震補強工法「Ｃ
ＦＢ(カーボンファイバーバンド工法」を開発し
ました。

特徴・仕様
ＣＦＢ工法は幅50mm の帯状炭素繊維を100mm 以
内の間隔で、柱の外周に巻付け、エポキシ樹脂で
ＦＲＰ化させる工法であり、以下の特長を有して
います。
① 鋼板補強と同程度の耐震性能を有する。
② 型枠に樹脂を流し込んでＦＲＰ化させる浸漬
工法を採用する事で、工期短縮が可能。
③ 補強材料が軽い為、材料搬入・施工を人力で
行う事が容易で、狭隘な場所でも施工可能。
④ 補強作業時には動力を必要とする機器を使用
しないため騒音・振動を生じない。
⑤ 通信機器室等の溶接の火花・煙・埃を発生さ
せてはならない箇所での施工が可能。
⑥ 既設柱の表面が直接目視できる為、日常点検
や地震が起こった後の緊急点検が容易である。
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